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横浜市学 習状 況調査の結果 と考察

校長 福岡雅和

3 月 に行 われた横浜市学習状況訴査 の市全体の結果が公表されました。

本校 の 結果 を 市 と比較 し、考察 しま したので お知 らせ い た します 。

＜ の ＞＊遭 遇率 とは、冊 題 に対 して 正解 した人数 の割合 です。

○各学年の多＜ の問題で、市の平均通過率を上回っています。

0 各 教科 で 通過 率 が市 よ り特 に 高い観 点・ 領 域 （分 野） は 、 次の とお りで す 。

固持 ：「話 す こと・ 叩＜ こと」「読 む こと」 の観 点

社 会 ：「知 ＃・ 理解 」「 技能・ 表現 」「 愚考・ 判 断」 の観 点、「地理 」「歴 史」の 転 分野

数学 ：「知 絆・ 理解 」「 見方 や考 え方 」の観 点、「敷t 関係」「図形 」 の領域

理科 ：「丸井・ 理解」「科学的愚考」の横点、「第 1 」r策 2 」の両分野

英韓 ：「 理解 （弼＜ 力）」「 理解 （読 む力 ）」「表現」 の 頓点

○ 通過 ‾率が 市 よ り特 に低 い観 点・ 領 域 （分 野 ） はあ りませ んが 、今 後 は 次の よ うな

学習 を心が け る とさ ら によい 結果 た な る と思い ま す。

・ 幅 広い 分野 の文書 を読 ん だ り書 いた りして、 読解 力や 書＜ 力を つ ける。

・ 身 近な 社会 l野溝 や 自然現 象に 関心 を持ち 、 自 ら進 んで調 べ る醤 ≠ をつけ る。 。

・ 日常の 学習 の中 で筋 遵を 立て て考 える習 廿 をつ ける。

ま皇道⊥豊里急患鼻真土漫漫．垂土星艶象之
O 「勉 強が 好 きだ と害 えた 生 徒の 割合 」 は市 よ り多 い結 果 です。

⇒ そ の‘生 徒 の 5 教 科 総合 正 答 率は 市 よ りか な り高＜ な って い ます。

O 「学 校 の授 業 が ほ とん どわ か らな い と答 えた 生徒 の割 合 」 は市 よ り極 め て少 な い

′結 果 です。 ⇒ そ の生 徒 の 5 教科 総 合正 答率 は市 よ り高＜ な って います 。

O 「学 校 の授 業 以外 に 1 日に勉 強 す る時 間 は高 学年 ほ ど多＜ 、 2 時間 以 上 3 時 間 未

満 と害 えた生 徒 の割 合」 は 市よ り多い 枯葉 で す。

⇒ そ の生 徒の 5 教科 総合 正答 率 蝮市 よ り高＜ な って います 。

O 「嘩 眠 時 間が 、 7 時間 以上 9 時 間 未満 と害 えた 生徒 の 割 合」 は 市 よ り多 い結 果 で

す。 ⇒ その 生徒 の 5 教 科総 合正 答 率 は市 よ り高＜ な って い ます 。

O 「 学校 に行＜ 前 に朝 食 を とる と害 え た生 徒の 割合 」 は市 よ り多 い結 果 です。

⇒そ の生 徒 の 5 教科 総 合正 害 率は市 よ り高＜ な って いま す。

三豊塵金星毯主立三金星塵主
O 「勉強 が 好 き」 な 生 徒や 「授 業 が わ か る」 生 徒が さ らに増 え るよ う、授 業 をエ 夫

してい き ます。

○学 力が 向上 す るよ う、少 人数 授業 や 朝の 読書 活 動 、暴 挙習 を充 実 さ せて い書 ま す。

○ 家庭 と連 携 し、さ らによ い 生活 習 慣 （家 庭 学習 、 睡 眠 時闇 、食 事 ） が身 に付＜ よ

う働き か けて い書 ま す。

今画 の 結果 と考 察 は、 あ＜ ま で も本 校 の 全体 的 な傾 向 で す。 今 後 も一 人 ひ と りの生

徒理解．を適 し、そ の特 性 に応 じた 指導 に努め 、 学力 の向 上 を 図 って いき ます。




